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会長挨拶

　私の父は，今から30数年前の夏に亡くなりました。60才でした。セミの鳴く季節は，父との対話の季

節でもあります。

　父は慶応の医学部を卒業後，富山県射水市の市民病院に赴任し，同地にて内科を開業しておりまし

た。

　長男である私を筆頭に，３人の男の子の父親でもありました。子供達に，名を成す事も，産を成す事

も，後を継ぐ事も求めない欲の無い本当に潔い父でした。

　射水市は冬は雪が積もります。往診を断ることのない父は，深夜一人で雪の中を歩いて患者宅に向か

います。往診は重なることが多いものです。往診から帰り，やっと寝入ったところに次の電話です。あ

る日，父の体を見かねた母が「今やっと休めたところだから，起きたらすぐ向かうので」と電話を切る

と，横に父が立っていて「これから行くから」と電話を掛け直させられたそうです。“父が自分の体を

酷使してまで行った医療とは？自分の体調がすぐれず食事がとれない時でも，深夜雪の中，患者宅に向

かえる体力はどこからきていたのか？” 最近考えることが多くなりました。医師としての使命感，人と

しての誇りもあったでしょうが，私の今の結論としては，父は息をするのと同じ理由で，雪の中，患者

宅に向かっていたのだと思えます。

　私は，20代で父を亡くした時に父が亡くなったと同じ “人生60年” と思い，自分が死んだ後，妻が一

人にならない様に妻の実家のある笠岡市で開業しました。

　私には，長男，次男，長女の３人の子供がいます。父が私達兄弟にしてくれたように，良き父であり

たいと思います。

　医療人としては「歎異抄」にある『善人なおもて往生をとぐ，いわんや悪人をや（「善人」とは，自

力で善事をなしとげるという自信にあふれた人，「悪人」とは，善をなそうとしてもできない自分の煩

悩や罪深さを自覚し苦しむ人）』の，未だ悪人の身であります。

　歯科医師会の一員としても，医療人としても，人としても，未だ悪人の身ではありますが，己の未熟

さを自覚し，精進していく所存であります。

　　　　　　父

　　　　　  一般社団法人 笠岡市歯科医師会

　　　　　　　　 　会　長　五 十 嵐　克 志
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　７月31日㈭ 津山文化センター大ホールで開催された，第61回岡山県学校保健研究

大会において，上記４名の先生方が長年に亘る学校歯科保健のご功績に対し栄誉を

受けられました。

　この度のご受賞を衷心よりお慶び申し上げます。

平成26年度 岡山県学校保健会表彰

能　勢　哲　彰　先生　（津山歯科医師会）

高　知　宏　喜　先生　（岡山市歯科医師会）

宇　野　　　治　先生　（倉敷歯科医師会）

髙　田　　　泉　先生　（倉敷歯科医師会）

＜被表彰者名簿順＞
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　20日未明に広島市北部で発生した土砂災害で，死

者・行方不明者数　計90人との発表がありました。

小さな子供の被害報道は痛々しくもあり，あらため

て自然災害の恐ろしさを思い知らされました。経済

効率ばかりを追求し，無理して造成した土地に家を

建てた事が原因になっているのであれば，東日本大

震災で起こった原発事故と同じ構図であったように

思われます。この2つの災害の根本は同じであり，

発生後の安倍総理の対応の不味さにも似たようなも

のを感じています。

　８月20日夜，広島市の豪雨被害の救出活動が続く

中，安倍総理は静養のために官邸から山梨県鳴沢村

の別荘に戻り，土砂災害発生の一報後もゴルフを続け

た事に加え，対応の指揮を執るべき首相が東京を離

れ再び静養に入った。まったく理解し難い行動です。

　先日，私の地元である笠岡で避難勧告がありまし

たが，しばらく待っていても何も起こらず，結局何

もありませんでした。政府は「空振りでもいいから

早めに避難勧告や特別警報を出す」と言っています

が，「本当にそれで良いのだろうか？」という疑念

を抱いていたところに，広島市で大惨事が起こって

しまいました。被災者の方々に心よりお悔やみを申

し上げます。

平成26年度 第46回
平成26年７月３日㈭

18：30～19：37

１．会長挨拶

　代議員会，ご苦労様でした。報告も手短に判り

やすく纏められていたと感じています。

２．報　　告

　　　各部委員会　２件

 本会関連の研修会・会議等　８件

 連　盟　　　５件

 学　院　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　63件

 連盟行事　県歯５件，日歯４件

 学院行事　　　10件

 国保組合　　　３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　岡山県要保護児童対策地域協議会の開催と出

席依頼について

 平岩常務理事　出席

 日　時　７月25日㈮　10：00 ～ 11：30

 場　所　ピュアリティまきび　

 返　信　７月７日㈪

　⑵　日学歯より「学校歯科医生涯研修制度」におけ

る基礎研修への受講者推薦について（再依頼）

 推薦者　無し

 日　時　７月19日㈯　13：30

 場　所　歯科医師会館

　⑶　平成26年度岡山県北方領土返還要求運動県民

会議総会の開催と出席依頼について

 欠　席

 日　時　７月28日㈪　10：50 ～ 11：40

 場　所　岡山商工会議所

　⑷　モスト岡山・三井住友海上火災より懇談会の

会　長　酒井　昭則
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開催と臨席依頼について

 三役，西田常務理事，南理事，横見理事

　７名出席

 日　時　７月28日㈪　19：30

 場　所　日本料理　紺屋荘　

　⑸　第61回岡山県学校保健研究大会の開催と開会

行事等への臨席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　７月31日㈭

 　　　　10：00 ～ 11：00（開会式・表彰式）

 場　所　津山文化センター　大ホール

　⑹　第35回全国歯科保健大会会長招宴の開催と臨

席依頼について

 酒井会長　出席

 日　時　11月７日㈮　18：30（予定）

 場　所　大阪マリオネット都ホテル

 返　信　７月４日㈮

　〔検討事項〕

　⑴　平成26年度ともしび会補助金の申請について

 承　認

　⑵　本会入会申込みについて

 承　認

 正会員　芝
しば

本
もと

　康
やす

宏
ひろ

（吉備歯科医師会）

５．閉　会　（南理事）

理事会

今日の視点（平岩　弘）

　平成26年６月28日･29日の両日，コンベックス岡山・中展示場において山陽新聞事業者主催の「はぐく

み岡山　おぎゃっと21」が開催されました。

　このイベントは，子育て支援事業の一環として関係団体の協力のもと，子育てに関連した啓発・企業展

示が行われ，本年で13年目の開催となっています。

　開始当初より，本会（歯科医師２名）と歯科衛生士会（歯科衛生士４名）が協力し歯科相談・ブラッシ

ング指導・ＲＤテスト・パネル展示・啓発資料の配布を行っています。

　当日は，土・日でもあり沢山の家族連れが来場され，どのブースも盛況でした。今後は，10月に津山市，

11月に倉敷市で開催予定となっています。

平成26年度 第47回
平成26年７月10日㈭

18：30～19：52

１．会長挨拶

　本県は有難い事に台風による被害が何も無くて

安心しました。

　ベネッセの情報流出に関してですが，最大2000

万人の情報を持ち，そのうちの700万人分が流出

したとの事です。この国が約5000万世帯と考える

と半分近い世帯の情報を持っている事になりま

す。改めて，企業の規模や情報の大きさに驚かさ

れました。

２．報　　告

　　　各部委員会　４件

 本会関連の研修会・会議等　10件

 連　盟　　　２件

 学　院　　　１件

 事務局　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　57件

 連盟行事　県歯４件，日歯４件
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 学院行事　　　９件

 国保組合　　　３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　平成26年度「岡山県子どもを健やかに生み育

てるための環境づくり推進協議会」総会及び

記念講演等の開催と出席依頼について

 欠　席

 日　時　７月28日㈪　14：00 ～ 16：00

 場　所　メルパルク岡山

　⑵　損害保険ジャパンより懇談会の開催と出席依

頼について

 ご案内者出席

 日　時　８月８日㈮　19：30

 場　所　ふく田　

　⑶　笠岡歯科技工専門学校より創立50周年記念誌

発行に伴う会長祝辞寄稿依頼について

 酒井会長対応

 締　切　　９月末日

　⑷　平成26年度中国地域歯科医師会連合会負担金

及び中国地域歯科医学大会負担金の送金依頼

について

 承　認

〔検討事項〕

　⑴　大阪歯科大学岡山県同窓会より平成26年度総

会・研修会・懇親会の事前案内について

 保留（二地区開催日：高知県）

 日　時　12月６日㈯

 　　　　研修会　15：00

 　　　　総　会　17：00

 　　　　懇親会　18：00

 場　所　　ホテルグランヴィア岡山

５．閉　会　（横見理事）

理事会

今日の視点（西田宜可）

　最近，各消防署管内で診療所の立ち入り調査が行われているようである。中には消防署の方から来たと

いう制服姿の消防署員ではない高額な消火器販売業者も出没している。　　

　2001年の新宿雑居ビルを皮切りに，12年の福山市のホテルや13年の福岡市の病院火災等で毎年のように

消防法改正が行われ，年々厳しい設備義務や罰則が設けられている。その為かガソリンスタンドの激減も

ハイブリッドや電気自動車のせいだけではないようで，法改正が大きな要因となっているのも事実であ

る。また，消防署査察員の権限も強くなり，02年改正では事前通告なしに24時間いつでも立入検査が行え

るようになり，03年には防火対象物定期点検報告制度が新設され，報告が義務化された。

　しかし，設備義務は，我々開設者にはかなりの重荷になるのも事実である。自動火災報知機設置（防火

設備備品）に100 ～ 200万円要した診療所（延べ面積や階数により異なる）もあったと聞く。また，査察

員が権限を権力と履き違えて指導や消防車・救急車で乗り付けられた会員もあるようである。どこかの国

の行動のように感じる。

　今後，医療管理部で小委員会を立ち上げ，早急に対応して行きたいと考えておりますので，情報等があ

りましたらご報告をお願いいたします。
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平成26年度 第48回
平成26年７月17日㈭

18：30～20：03

１．会長挨拶

　行方不明になっている倉敷の森山咲良ちゃんの

無事を祈ります。本日もよろしくお願いします。

２．報　　告

　　　各部委員会　４件

 本会関連の研修会・会議等　９件

 連　盟　　　１件

 学　院　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　52件

 連盟行事　県歯５件，日歯３件

 学院行事　　　９件

 国保組合　　　３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　平成26年度第２回中国地域学術担当者連絡協

議会の開催と出席依頼について

 学術部対応

 日　時　８月23日㈯

 　　　　17：00（懇親会　18：30）

 場　所　広島県歯科医師会館

 協議題　中国地域歯科医学大会の今後について

　⑵　広島県歯科医師会より経済産業省平成26年度

医工連携事業化推進事業「在宅訪問歯科診療

の戦略的展開のための専用ポータブル歯科診

療器材パッケージ」意見聴取会の開催と出席

並びに周知依頼について

 学術部対応

 日　時　８月23日㈯　15：00

 場　所　広島県歯科医師会館

　⑶　「第65回中国地域歯科医学大会」の開催案内

と周知依頼について

 学術部対応（会報で告知）

 日　時　８月24日㈰　10：00 ～ 16：00

 場　所　広島県歯科医師会館

 申込み　８月８日㈮迄

　⑷　岡山市四師会懇親会の開催と会長臨席依頼に

ついて

 酒井会長　出席

 日　時　８月31日㈰　18：30

 場　所　ホテルグランヴィア岡山

　⑸　岡山県がん診療連携協議会主催研修会の開催

と後援依頼について

 承　認

 日　時　９月24日㈬　19：00 ～ 21：00

 場　所　岡山大学鹿田キャンパス内

 　　　　Junko Fukutake ホール

　⑹　岡山県医療審議会委員の推薦依頼について

 酒井会長　留任

 任　期　平成26年９月１日

～平成28年８月31日

 現任者　酒井会長

　⑺　岡山県栄養士会より設立30周年記念誌への会

長祝辞掲載依頼について

 承諾（資料を集める）

 字　数　400文字程度（顔写真添付）

 締　切　８月31日㈰

　⑻　社会保険診療報酬支払基金岡山支部より幹事

候補者の推薦依頼について

 酒井会長　留任

 現任者　酒井会長

 締　切　８月８日㈮

〔検討事項〕

　⑴　平成26年度 第19回中規模県歯科医師会連合

会の紙面会議開催について

 協議事項あれば（マウスガード，消防立入等）

 協議事項提出等　７月31日㈭迄

　⑵　長崎県歯科医師会より 平成27年度「中国・
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四国」「九州」地区歯科医師会役員連絡協議

会の開催日程予告について

 予　告

 日　時　平成27年10月31日㈯　14：30

 場　所　サンプリエール

　⑶　岡山県健康づくり財団より平成26年度「がん

征圧岡山県大会」開催に伴う後援名義使用許

可願いについて

 承　認

 日　時　９月２日㈫　13：00 ～ 15：30

 場　所　岡山衛生会館　三木記念ホール

５．閉　会　（黒木理事）

今日の視点（黒住正三）

　中国地区口腔公衆衛生協議会が７月の末に広島県の担当で開催（広島市）される。毎年，中国五県で持

ち回りの協議会であり，今年で38回目を迎える。例年各県歯の公衆衛生部担当者と日歯並びに各県行政，

厚生労働省が一堂に会するという意味で全国唯一の会議であり，ややもすれば形骸化しそうな不安の中で

昨年島根県の会議において，学校歯科保健への課題に対して文部科学省の参加への声がけを提案したとこ

ろ，日本学校歯科医会と共に今回実現の運びとなった。今年の協議会の成果を期待したい。

平成26年度 第49回
平成26年７月24日㈭

18：30～19：59

１．会長挨拶

　暑くなって来ましたので，十分にご自愛下さい。

　机上配布の資料「カスタムメイドの矯正治療装

置」をご高覧下さい。

　相次いで先輩が亡くなられました。とても残念

に思います。人は何時どうなるか分からないの

で，やりたい事をして生きることも必要かもしれ

ません。今までは人に迷惑をかけないようにと思

っていましたが，何年か経った時点で笑い話にな

る程度のものなら少し位は迷惑をかけて生きても

良いのかなと最近は感じています。

２．報　　告

　　　各部委員会　４件

 本会関連の研修会・会議等　９件

 その他　　　２件

 連　盟　　　５件

 学　院　　　１件

 国　保　　　１件

 事務局　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　49件

 連盟行事　県歯３件，日歯１件

 学院行事　　　９件

 国保組合　　　２件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　長崎県歯科医師会より在宅訪問歯科診療にお

けるＩＣＴを活用したネットワーク基盤の整

備状況に関するアンケート協力依頼について

 公衆衛生部対応

 締　切　７月28日㈪

　⑵　広島県健康福祉局より「平成26年度第１回中

国・四国ブロックエイズ治療拠点病院等連絡

協議会」の開催と出席依頼について

 欠　席

 日　時　８月29日㈮　14：00 ～ 17：00

 場　所　メルパルク岡山　

 締　切　８月15日㈮
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　⑶　中国四国厚生局より再生医療等の安全性の確

保等に関する法律（平成25年法律第85号）制

度説明会の開催と周知依頼について

 ご案内

 日　時　８月31日㈰　13：30 ～ 15：30

 場　所　広島合同庁舎

 応　募　７月25日㈮　９：00

 　　　　８月25日㈪　13：00　ＨＰにて申込

　⑷　岡山県障害者スポーツ協会より寄付金依頼に

ついて

 承認

５．閉　会　（田頭理事）

今日の視点（藤井龍平）

　第２回学院体験入学（７月30日）参加予定応募者が，例年と比較して多数（55名：７月24日）であるこ

とを報告した。以後，この原稿記載時には，この事業が終了していたため合わせて下記の報告とする。

第１回体験入学（５月31日）　　　　　　　　第２回体験入学（７月30日）

参　加　者　数

　　　　　　　　高校３年生　　　77名　　　　　　　　　　　　　56名

　　　　　　　　同　２年生　　　３名　　　　　　　　　　　　　３名

　　　　　　　　同　１年生　　　１名　　　　　　　　　　　　　４名

　　　　　　　　社　会　人　　　４名　　　　　　　　　　　　　２名　

　　　　　　　　総　　　数　　　85名　　　　　　　　　　　　　65名（内；29名は２回目）

　　　　　　　　保　護　者　　　13名　　　　　　　　　　　　　12名

　８月23日㈯に実施される本年度第１回目の「推薦入試Ａ」に，多数の受験者が応募してくれることを祈

願するものである。　

　尚，第３回目の体験入学は，９月27日㈯の予定である。

平成26年度 第50回
平成26年７月31日㈭

18：30～20：11

１．会長挨拶

　津山に岡山県学校保健研究大会で行って来まし

た。小・中・高といった部会があり，市長も出席

されていました。中学校部会の研修で「スポーツ

外傷をどうするか」という演題がありましたので，

後日内容を教えて欲しいと依頼しました。

　日歯会長表彰で赤磐歯科医師会が決定し，11月

８日に大阪で表彰式があります。

２．報　　告

　　　各部委員会　３件

 本会関連の研修会・会議等　９件

 連　盟　　　５件

 学　院　　　１件

３．行事予定

　　　本会行事　　　42件

 連盟行事　県歯２件，日歯３件

 学院行事　　　７件

 国保組合　　　２件

理事会
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４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　「セーフティネット保証５号」に係る経営状

況調査への協力依頼について

 医療管理部対応

 締　切　８月８日㈮

 対　象　本会会員　２名

　⑵　茂木経済産業大臣を迎えて 第１回加藤勝信岡

山懇話会セミナーの開催と出席依頼について

 欠　席

 日　時　８月22日㈮　16：45 ～ 17：45

 場　所　岡山プラザホテル

 参　加　予定人数30名

　⑶　平成26年度岡山県食の安全・食育推進協議会

の開催と出席依頼について

 平岩常務理事　出席

 日　時　９月１日㈪　14：00 ～ 16：00

 場　所　岡山衛生会館

 委　員　平岩常務理事

　⑷　岩手県歯科医師会より「歯の健康力推進歯科医

師等養成講習会」の開催と周知依頼について

 案　内

 日　時　９月27日㈯　13：30

 　　　　　　28日㈰　18：10迄

 場　所　岩手県歯科医師会館

〔検討事項〕

　⑴　本会入会申込みについて（８月１日入会）

 承　認

 正会員　山
やま

本
もと

　康
やす

史
ふみ

（岡山市歯科医師会）

　⑵　平成26年度「空路利用を促進する会」会費納

入依頼について

 承　認

　⑶　本会会館使用申込みについて

 いずれも承認

 ①日　時　10月18日㈯　18：00 ～ 20：00

 　主　催　明海大学歯学部同窓会

 ②日　時　12月６日㈯　12：00　

 　　　　　　　７日㈰　19：00迄

 　主　催　岡山市歯科医師会

５．閉　会　（清水理事）

今日の視点（石戸善一郎）

　本日の理事会，公務県外出張のため黒住副会長，平岩常務理事，横見理事は約１時間遅参の予定。11名

での理事会は普段とは違い，やけに静かに感じ，寂しくも感じた。自身の夏バテ気味も原因なのか？

　この日，酒井会長は津山文化センターで開催された「第61回岡山県学校保健研究大会」に出席され，そ

の足で理事会に直行。少々お疲れ気味か？会長挨拶はその報告のみ。何故かほっと安心する。

　平成27年度開催，岡山県が当番の中国地域歯科医学大会関連行事の日程案が発表された。もうこの時期

から徐々に準備を始めている。次期執行部の事業となるので，今のモチベーションを保ちつつ良い状態で

バトンを渡したい。

　社会保険部としての重点事業は，やはり，猶予期間が１年を切った「レセプト電子化」である。

　大嶋専務理事より「電子レセプト移行相談窓口」を設置，会報にもその旨を掲載するように指示があっ

た。２日後，８月２日㈯の検討委員会で意思統一し，後日，会員各位には質問の仕方等，利用方法を伝達

させて頂きたい。この事業は社保だけではどうしてもバランスが取れない事もあると思う。ＩＴ推進委員

会にも協力をお願いし，本会として全力でバックアップできるような体制を整えていきたい。

　「来年の事をいえば鬼が笑う」といわれるが，確実な未来なので，笑いたい鬼には笑わせておいて，し

っかりと準備をして現実と向き合いたい。まだまだ暑い日が続く。ご自愛あれ。

理事会
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身元確認のページ

 事例１

＊場　　　　所：岡山中央警察署

＊検死歯科医師：曽我　卓也 先生（岡山市歯科医師会会員）

＊検 死 月 日 等：平成26年６月16日　午後７時　変死体

＊事 件 概 要：平成26年６月16日午前11時，室内床上で腐敗した状態で死亡している死者を発見，通

院歴から判明した歯科医師により，死後記録と生前記録を作成，身元を確認したもの

（曽我　卓也 先生からのコメント）

　午後の診療も終わる頃，岡山中央警察署より電話が入ったと受付から報告を受けたとき，何かトラブ

ルでも？と，一瞬，脳裏に浮かびましたが，話を聞くと当院の患者かもしれない女性が，変死体で発見

され，身元を確認して欲しいとの連絡でした。

　診療で忙しくしていましたが，以前に身元確認研修会に参加したことを思い出し，診療の合間にその

時の資料を引っ張り出し，確認しました。まさか，こういう事態が訪れるとは予想だにしていなかった

のですが，研修会に参加していたことで安心感を覚えました。

　研修会での資料や予行演習の内容等を確認し，その大変さを想像しながら，岡山中央警察署へ向かい

ました。

　準備物として，

　　　・初診時の口腔内所見を記載したカルテの１号用紙のコピー

　　　・判別に必要と思われる，パノラマ，デンタル，口腔内写真

　　　　（プリントアウトの時間はなかったので，PCに取り込んで持参しました）

　　　・模型（幸いに補綴時の下顎の模型を保管していました）

　　　・基本セット

　　　・マスク，グローブ

　　　・万能開口器（開口困難が予想されたので）

　　　・筆記用具

　を用意して持参しました。

　警察署に着いて，時間が遅いので夜間用出入り口から入り，受付で検死の件を告げると，死体安置室

に案内されました。入室のときは身が引き締まる思いでとても緊張しましたが，５，６人の警察官の方

がその場にいて，対応はみなさん親切でした。準備をして，とりかかる前にご遺体に合掌してご冥福を

祈りました。遺体は，ミイラ化していて，防腐剤と思われる強烈な匂いがしました。その匂いに耐えな

がら，口腔内の診査に入りましたが案の定，口は手の力では開けられず，万能開口器が非常に役立ちま
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した。部屋はあまり明るくなかったので，口腔内は暗く，警察官の方が普通にある懐中電灯で光を当て

てくれましたが，もっと強力なものがあればよりはっきりと確認できてよかったかと思いました。

　模型と口腔内写真，更にカルテの内容で，ほぼその方と断定出来ましたが，報告書作成にあたり，全

顎的に診査しました。アシスタントはいませんでしたので，警察の方に協力して記述していただいたの

ですが，なかなか専門用語は通じず，言葉の表現で苦労しました。アシスタントがいれば，もっと効率

的だったと思いました。無理な場合は，歯式を記入しやすい用紙等が事前にあればよかったかと思いま

した。またデジタルカメラがあれば，後に報告書を作成する上で，確認するのに有用であると思いまし

た。また，書類および手続き上，事前に印鑑と口座の情報がわかるものがあれば余計な手間がかからな

くてよかったかと思いました。

　初めての経験で，不慣れなこともあり，検死から書類作成までトータル３時間ぐらい要しました。し

かしその日のうちに身元が確認でき，ご遺体がご家族の元に引き渡されることを聞いて安堵するととも

に，歯科医師としての責任を果たせたことは，研修会を開催していただいた警察歯科医会の先生方のお

かげだと感謝しています。ありがとうございました。このレポートが今後，身元確認を経験される先生

方に少しでもお役に立てれば幸いです。

岡山県警察歯科医会

　所轄の警察署には，検死に必要な器具，用具は揃っているはずなのですが，しかし多少のばらつきは

あるようです。照明の件を含めて県警本部と相談をいたします。

　曽我先生には，診療後のお疲れの中を有り難うございました。心より感謝申し上げます。

日曜・祝日の開館予定日 ○ 開館予定　× 閉館予定

お知らせ

※行事等の都合により変更となる場合もあります。　※詳細については事務局にお問合せ下さい。

	 5日㈰	 12日㈰	 13日（月・祝）	 19日㈰	 26日（日）
	 ×	 ×	 ×	 ○	 ○
	 	 	 	 10：00～14：00	 10：00～16：00

	 7日㈰	 14日㈰	 15日（月・祝）	 21日㈰	 23日（火・祝）	 28日（日）
	 ×	 ×	 ×	 ×	 ×	 ○
	 	 	 	 	 	 10：00～12：30

9 月

10 月
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平成26年 
７月 11日 ㈮ ▶

  18日 ㈮ ▶千人当たり通院者率 「歯の病気」男性は３位
     　　　　　　   女性は52.5人で5位

　  22日 ㈫ ▶尿や口臭からがん診断
     　　　　　　  　 開発目指し部門を設置

(121)(121)(121)

平成 25 年国民
生活基礎調査

九大味覚・嗅覚
センサ研センター
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

  23日 ㈬ ▶　　　　　　　遵守事項の周知徹底
     材料組合小川理事トラブル防止で取り扱いを報告

	 	 	 	 	 　　　

  25日 ㈮ ▶看護職員が実施，事業者の73.1％
     　　　　　　  厚労者の医療職の在り方調査

８月 １日 ㈮ ▶健康食品の新表示 「口腔内の環境整える」
     消費者庁 有効かを示す新制度で

	 	６日 ㈬ ▶　　　　　　 10月から4品目が値上げ
     金銀パラ合金や同バー状リンガルバーなど

カスタムメイド
の 矯 正 装 置

介護サービスの 
口 腔 ケ ア 事 業

歯科用貴金属
の 価 格 変 更

〈
略
〉
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１．報　　告

　⑴　６月新入会員　なし

　⑵　社会保険部会　６月７日㈯　18：00　５Ｆホール

　⑶　支払基金幹事会　６月９日㈪　14：00　酒井 会長

　　　　・平成26年３月診療分

　　　　　　前年同月対比　　支払額　100.7％　　件数　102.2％

　　　　　　前 月 対 比　　支払額　115.4％　　件数　115.5％

　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成26年２月診療　　岡山県　1,261.7点　　全国平均　1,236.9点

　　　　　　平成25年２月診療　　岡山県　1,280.9点　　全国平均　1,267.9点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 98.5％　　全国平均　 97.6％

　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　平成26年２月診療　　岡山県　1,040.7点　　全国平均　1,057.8点

　　　　　　平成25年２月診療　　岡山県　1,045.7点　　全国平均　1,076.5点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　岡山県　 99.5％　　全国平均　 98.3％

　⑷　個別指導　１医療機関（会員）　６月12日㈭　14：00　薬業会館

　⑸　中国四国厚生局岡山事務所と面会

６月12日㈭　17：30　第２会議室　西岡 常務理事，田頭 理事，石戸 理事

　⑹　同窓会社保講習会

　　　　・日本大学歯学部・松戸歯学部同窓会　６月14日㈯　19：00

アークホテル岡山　小見山 検討委員

　　　　・大阪大学歯学部同窓会岡山県支部　　６月28日㈯　18：00　第３会議室　後藤 委員長

　⑺　改定後「診療報酬改定 地区講習会」　６月14日㈫～６月26日㈭

　⑻　中国地方社会保険医療協議会 岡山部会

６月23日㈪　13：30　西岡 常務理事　新規指定医療機関　１医療機関

　⑼　平成26年６月保険医療関係機関連絡会議　６月26日㈭　14：00　薬業会館　石戸 理事

　⑽　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　　　平成26年２月診療　　国保　1,327.6点　　後期高齢者　1,510.4点

　　　　　　平成25年２月診療　　国保　1,348.0点　　後期高齢者　1,550.9点

　　　　　　前 年 同 月 対 比　　国保　 98.5％　　後期高齢者　 97.4％

　　 第13回　社会保険部検討委員会報告
平成26年７月５日㈯ 　15：00 ～ 16：00
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　⑾　社保相談窓口報告

　⑿　そ　の　他

２．行事予定

　⑴　平成26年度 第１回 審査委員･検討委員連絡協議会　７月５日㈯　16：00　５Ｆホール

　⑵　個別指導　１医療機関（会員）　７月10日㈭　14：00　薬業会館

　⑶　同窓会社保講習会

　　　　・大阪歯科大学岡山県同窓会　７月12日㈯　16：30　５Ｆホール　 久門田 検討委員

　⑷　審査・検討小委員会　８月２日㈯　15：00　第１会議室　

　　　 　９月６日㈯　15：00　第１会議室　

　⑸　第14回　検討委員会　８月２日㈯　16：00　第３会議室

　　　第15回　検討委員会　９月６日㈯　16：00　第３会議室

　⑹　新入会員社保研修会　８月２日㈯　19：00　５Ｆホール　対象18名　 出席14名　 欠席４名

３．協     議

　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について

　⑵　改定後「診療報酬改定 地区講習会」Ｑ＆Ａについて

　⑶　「審査委員･検討委員連絡協議会」について

　⑷　そ　の　他

社会保険部

現在，レセコンによる紙レセプトの請求をしている医療機関は

平成27年４月診療分より，電子レセプト請求か手書きの紙レセプト請求に移行

しなければなりません。移行への準備は進んでいますか？

「電子レセプト移行相談窓口」を開設しましたので，ご活用下さい。

（※ご質問等は県歯事務局までＦＡＸでお願いします　FAX番号　086-224-8561）
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平成26年度　第１回　審査委員・検討委員連絡協議会
　平成26年７月５日㈯岡山県歯科医師会館５階大ホールにおいて支払基金および国保連合会の審査委員
および検討委員の出席のもと，今年度第１回の審査委員・検討委員連絡協議会が開催されました。今年
は４月に診療報酬改定が行われたことや，原則として電子レセプト請求への移行まで１年を切ったこと
を背景にしての開催となりました。
　まず西岡宏樹常務理事による開会，酒井昭則会長の挨拶がありました。常務からは「診療報酬改定後
の審査が始まったが，“歯周治療用装置” “C管理中” “歯リハ１” 等の取扱いについて取りまとめていき
たい」との意向が示されました。会長からは，「現在の社会保険部の体制について1,100名の会員を支え
るという誇りと使命感をもって行っている対外的な折衝がいい方向に向いている。そして今後厚労省が
レセプト電子化という手段で我々に立ちはだかり，また保険者はさらに審査において立場を強力なもの
にしようとしているが，検討委員会と両審査委員会，それぞれの組織が一体感を持って防波堤を強固に
して頑張ってほしい」旨の強い発言がありました。
　続いて協議が行われましたが，まず両審査会から協議事項が提出され検討をいたしました。支払基金
からは，「歯周治療用装置」の算定要件および暫間固定との絡みについて，また国保連合会からは「義管」，
「歯リハ１」の病名，複雑なものの取扱いおよび特薬についての協議となりました。　
　次に検討委員会からの協議題として，「歯周治療用装置」の再製作，「C管理中」の取扱い等について
挙げられ協議しています。最終的な結論に至らず，各審査会に持ち帰りとなった協議題もありますが，
今後さらにすり合わせを行っていく予定です。
　なお今回の協議における必要な伝達事項については，後日検討委員会より報告致します。

（委員長　後藤　弘幸）

お知らせ

平成26年度 岡山県歯科医師会 秋季歯科医学大会のご案内
　平成26年度岡山県歯科医師会秋季歯科医学大会を下記の通り開催いたします。
　ハイブリッドセラミックのCAD/CAM冠が保険導入されました。また，セラミックがどんどん
進化して新たな材料も多く出現してきています。これらの材料を使う時はどのようなことに注意
が必要か，また形成時はどのようなことに気を配りどのような形に仕上げるのか，合着材は何を
使ってどう合着するのかなどお話ししてくださる予定です。
　明日からの臨床に即役立つ内容になっております。

記
　　　　　　　日　時　　平成26年11月16日㈰　10時～ 12時30分（予定）
　　　　　　　会　場　　岡山県歯科医師会　５階　大ホール
　　　　　　　演　題　　「CAD/CAMと接着 —今，臨床に必要なもの—」（仮題）
　　　　　　　講　師　　坪田　有史先生（東京都開業）　　
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平成26年度岡山県歯科医師会主催

「皆木教授の出張義歯講座」
第一回（和気・赤磐・瀬戸内地区）のご案内

　岡山県歯科医師会では，超高齢化社会において，高齢者にも安全・安心な治療として注目を浴びてい

る義歯治療に関して，「皆木教授の出張義歯講座」を企画しています。

　本企画は岡山県を東南部，西南部，東北部，西北部の４地区に分け，皆さんの地元に講演にお伺いし

ます。この機会に，皆木教授に義歯に関しての日頃の疑問や困った症例の解決方法をご教示していただ

きます。簡単にわかりやすく，臨床に即した講演をお願いしておりますので，明日からの臨床に役立つ

こと間違いありません。

　まず，第一回目として，下記の内容で開催します。他地区の歯科医師会の先生のご参加も歓迎します

が，会場設営の都合がありますので，ご参加希望の方は，平井先生までご連絡をお願いします。

記

　　　　　日　時　　平成26年11月29日㈯　18時30分～ 20時30分

　　　　　会　場　　おさふねサービスエリア

　　　　　　　　　　　　（瀬戸内市長船町長船1133-2　TEL（0869）66-9215）

　　　　　演　題　　「苦手な義歯が面白く

　　　　　　　　　　　　　―おもしろ噛める作製・調整へのいろは―」（仮題）

　　　　　講　師　　皆木　省吾 教授（岡山大学歯学部　咬合・義歯補綴科）

　　　　　連絡先　　平井　浩生 先生（和気歯科医師会）  TEL（0869）93–2600

 今後の開催予定

　第二回　2015年２月28日　（倉敷・都窪・玉野・児島・吉備・玉島・浅口・笠岡・小田・井原地区）

　第三回　日程未定　　　　（津山・勝英・御津地区）

　第四回　日程未定　　　　（高梁・真庭・新見地区）
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「第10回 摂食・嚥下リハビリテーション従事者研修会 初級コース」受講記

＊日　時：平成26年４月16日～７月23日（９回）

＊場　所：岡山大学病院	臨床第一講義室

　10年以上前のことになりますが，岡山大学との連携

のもとに標記研修会の実施について協議する委員会に

籍を置いていたことがあります。当時は，摂食嚥下障

害については関心も低く，ましてそのリハビリテーシ

ョンともなるとマニアックな分野として捉えられてお

り，事実私も似通った見解を持っていました。不安いっぱいの中でのスタートでしたが，回を重ねる毎

に参加者も増え全くの杞憂に終わり，今となっては我が身の不明を恥じています。

　その後のことですが，たまたま訪れた特養で，食事介助を受けていた入所者が窒息によるチアノーゼ

を起こし，あわやという場面に出くわしたことがあります。その時は何とか事なきを得ましたが，食事

介助ひとつにしても，要介護者の摂食嚥下の状態や評価を知った上で，食事の形態（きざみ食等），一

口量，食事姿勢などについて考えて行わないと命取りになることさえあるということを知らされまし

た。そのようなことが背景にありながらも，スタッフだけを受講させたりして後ずさりを続けていまし

たが，今回やっと重い腰を上げ４月16日の初日を迎えることになりました。

 ① ４/16  総論　　　　　　　　　　　 平岡　崇（川崎医科大学）

    皆木省吾（岡山大学）

 ② ４/30 摂食嚥下障害と評価 石田　瞭（東京歯科大学）

 ③ ５/７ 脳血管疾患，神経・筋疾患と摂食嚥下障害 出口健太郎（岡山大学）

 ④ ５/21 摂食嚥下リハビリテーションの実際 村田尚道（岡山大学）

 ⑤ ５/28 口腔ケア 松尾敬子（岡山医療センター歯科）

 ⑥ ６/11 栄養の考え方 森光　大（あいの里クリニック）

 ⑦ ６/25 食環境・ポジショニング 舟木美砂子（アイ・ソネックス）

 ⑧ ７/９ リスク管理・胃ろう 梶谷伸顕（岡山療養センター）

 ⑨ ７/23 訪問歯科における摂食嚥下リハの実際 村内光一（尼崎市開業）

（敬称略）

以上のプログラムでしたが，耳に残ったことを以下に列挙します。

・何度聴いても頭に入らなかった摂食嚥下のメカニズムが少しだけ理解できたような…

・嚥下補助床の適応は…
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・摂食嚥下障害を引き起こす様々な疾患のこと

・問診による摂食嚥下障害の確認方法

・大腿骨近位部骨折患者には誤嚥性肺炎が多いこと

・VFとVEの比較のこと

・基礎（間接）訓練，摂食（直接）訓練のポイント

・頑固な舌苔の除去方法

・車いすでの口腔ケアのポイント

・誤嚥性肺炎とサルコぺニアによる摂食嚥下障害

・食事に適したテーブルや椅子，スプーンの選び方，使い方

・PEGは単なる栄養のルートではなく，治療目的，予防目的，QOL向上のためにあるべき…

・「口から食べたらダメ」といわれた人たちを，どうサポートするのか…

　今回は178名の受講者があり，内訳は歯科医師21名，歯科衛生士36名，看護師13名，管理栄養士13名，

言語聴覚士11名，作業療法士７名，理学療法士６名，教員７名，介護関係者28名，その他36名でした。

　これまで摂食嚥下障害とそのリハについては，系統だったものではなく纏まりのない知識しかありま

せんでしたが，今回の受講により点が繋がって一本の線になったような気がします。最後には簡単なテ

ストもあり緊張感もあります。3か月間という長丁場ですが，それなりに得るものも大きいと思います。

さらに上をとお考えの先生には上級コースも準備されています。来春には第11回が予定されていますの

で，興味をお持ちの先生は是非ご受講ください。

（理事　横見 由貴夫）

公衆衛生部

医療法人設立認可申請の提出期限及び事前相談について
　標記について，岡山県保健福祉部医療推進課長より通知がありましたので，下記の通り
お知らせいたします。

記

　　　平成26年度
　　　第 ３ 回 申 請 書　　提出期限　　平成26年12月19日㈮
　　　事前相談用申請書　　提出期限　　平成26年10月24日㈮
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第38回　中国地域口腔公衆衛生協議会　開催される
　平成26年7月31日㈭に広島県歯科医師会が当番

県となり，シェラトンホテル広島にて開催されま

した。県歯より，黒住副会長，平岩常務理事，横

見理事，角谷委員長，恵谷が出席しました。県庁

からも鳩本保健福祉部健康推進課参事が参加され

ました。この協議会は長い歴史を持ち，例年は厚

生労働省，日本歯科医師会からも出席いただき，

口腔衛生に対して関係者が一堂に会して協議する

会となっています。特に今年は石井みどり参議院議員，文部科学省から，松永夏来　スポーツ・青少年局

学校健康教育課学校保健対策専門官，厚生労働省からも鳥山佳則医政局歯科保健課長並びに，泉 陽子

労働基準局安全衛生部労働衛生課長，8020推進財団から，山科 透副理事長　日本学校歯科医会から野

村圭介理事も出席されコメントをいただきました。

　今年は産業歯科関連では『学校安全衛生法』における定期歯科健康診断の実施について，学校歯科関

連では，教育現場におけるフッ化物を用いたう蝕予防について，県・市町村事業関連で「歯科口腔保健

の推進に関する法律」に規定されている口腔保健支援センターの各県の設置状況と事業内容について，

歯科医師会事業として今後の増加が見込まれる認知症についてや，周術期における医科歯科連携，病診

連携の実績について活発に協議されました。

　他県の状況を知り厚労省や日本歯科医師会の役員から直接お話しを聞く機会はあまりなく，大変貴重

な機会であると思います。

　その後に行われる懇親会は，協議会では話しづらい本音の部分や共通する悩みなど胸襟を開いて話せ

る貴重な場所であり，時間を忘れて他県の方と親睦を深めることができました。

　来年度は岡山県が当番県となり，ますます輪が広がることが期待されます。 （委員長　恵谷潤三）
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平成26年度
全国共通がん医科歯科連携講習会　開催のご案内

　厚労省のがん対策事業の一環として，「医科歯科連携事業」が昨年度より日本歯科医師会に事業委託

されました。つきましては，本会におきましても，日歯から送られてきたDVDの視聴を核とした標記

講習会を下記の要領で開催いたします。

　多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。

記

□日　時：平成26年10月25日㈯　18：30～ 21：00

□場　所：岡山県歯科医師会館　５Ｆ　大ホール

□主な講習内容

　１．がん治療総説

　２．がん手術と口腔ケア

　３．がん薬物療法を受ける患者の歯科治療・口腔ケア

　４．その他

□受講される方へ

　１．本講習会を，受講していただいた先生方には講習会終了後に修了証       

　　　（会員のみ）をお渡しします。

　２．研修修了者のうち，全国共通がん医科歯科連携登録名簿に登録を希望さ

　　　れる先生は，登録用紙に必要事項を記入し，ご提出頂きます。

　３．全国共通がん医科歯科連携登録者は，国立がん研究センターのホームペ

　　　ージに掲載され全国に公開されます。

　岡歯会報付録の申込み用紙に必要事項をご記入の上，10月10日までに本会宛ＦＡＸにて
お申込みください。

日歯生涯研修事業ＩＣカードをご持参ください。
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第55回日本歯科医療管理学会学術大会報告
　７月19日㈯・20日㈰の両日，北海道札幌市

にて北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再

建学系クラウンブリッジ・インプラント補綴

学分野の主管で「活力ある歯科医療管理～新

しい成長のモデルを求めて～」をメインテー

マに標記学会が開催された。様々なテーマで

演題発表，講演，シンポジウムがなされた

が，①歯科医院経営の再構築②医療安全③本

学会の改革についてスポットの当てられた大

会であった。

　①では，環境変化を的確に捉え，それに能動的に対応することによって，はじめてより高い経営成果

を上げる事が出来る。その際の指針となるのが，「ビジネスモデル」であり，「患者が必要とする真の価

値とは何か」「どのような治療，接遇，価格で価値を提供するか」「どのようにして自院に安定的な収益

を実現するか」を枠組み化する事である。また自院のブランド戦略と危機管理をどうするかについて，

北海道の代表的なお土産である「白い恋人」のマーケティングを引き合いに製造元社長を交えて討論さ

れた。賞味期限偽装で問題を起こした企業がどのような対応で危機を乗り切ったか，当事者ならではの

踏み込んだ話が参考になった。

　②では，いざ有事の際，人間は楽観的に対処しようとする事が心理学的に指摘されており，決定的な

判断ミスの誘因となる事がある。医療事故を制御しようとする時に相手にしなければならないのは，技

術や知識といったテクニカルな問題ではなく，集団に発生するコミュニケーションの不備や心理現象と

いったノンテクニカルな問題である。歯科には歯科ならではのリスクが存在し，小規模診療だからこそ

の可能な対策が示された。５S（整理・整頓・清潔・清掃・習慣）によって誰にでも危険の判断がつき

やすくなる「見える化」を図る事から始めた実践例が印象的であった。

　③では，本学会が，これまでに築いた何を継承し，何を改革してゆくのか。また指導医，認定医のあ

り方，会員と学会との意思・情報の伝達・共有について，学会長からの方向性が示された。私見ではあ

るが，本学会の活性化には，もっとオープンな会長の選出，国民に向けた積極的な対外的アピール（昨

今問題となっているタービンの滅菌について等），歯科医師会との連携が必要と思っている。

　最後に，次年度の本学会を主管する岡山県歯科医師会を代表して，西田常務理事より「晴れの国　お

かやまに多数の参加者をお迎えしたい」との挨拶をもって閉会となった。

　次の第56回日本歯科医療管理学会は平成27年５月30日㈯・31日㈰の両日，国際交流センターにて岡山

県歯科医師会の主管（酒井昭則大会長）で開催されます。本学会は「開業医の為の学会」であり，その

節には多数の御参加をお願い申し上げます。

（委員長　本郷　弘）
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あなたの何気ない言動がスタッフや患者への
セクハラ・パワハラになっていませんか？ Part２

　「ミスを注意しただけなのに，パワハラだと言われた」「すぐにパワハラだと言われるから。何も言えな
い」という話をよく耳にするようになりました。「パワハラ」という言葉だけが独り歩きしてしまい，我々
もスタッフも「パワハラ」の意味をちゃんと理解していないのかもしれません。
　パワハラとは，文字通りパワー＝権力を背景とした嫌がらせのことを言いますが，ここでポイントにな
るのは「業務の適正な範囲を超えているか」ということです。スタッフの受け取り方によっては，業務上
必要な指示や注意・指導を不満に感じたりする場合でも，これらが業務上の適正な範囲で行われている場
合には，パワハラには当たりません。
　　　

　職場でいい人間関係を築いていくのは，院長やスタッフを含む職場のメンバーひとりひとりです。ハラス
メントの被害者も加害者も生み出さないために，いかに普段から周りの人たちと「良好な人間関係を築いて
おくか」を意識していくことが，ひとりひとりに求められています。

医療管理ニュース  Vol.39

パワーハラスメントになり得る言動の例

①身体的な攻撃―暴言・障害 ④過大な要求―不要なことや遂行不能なことを強制する
　・指導中にこずく，蹴飛ばす，胸倉をつかむ 　・常識的に不可能な課題・業務達成を強要する
 　・朝から深夜までの業務を強要する
②精神的な攻撃―脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言 　・長期間まったく休日をとらせない
　・「昇給させない」「さっさと辞めろ」 ⑤過小な要求―合理性がなく能力や経験とかけ離れた程
　・盗みを疑う 　　　　　　　度の低い仕事を命じる
 　・単純な作業しかさせない
③人間関係からの切離し―隔離・仲間外れ・無視 ⑥個の侵害―私的なことに過度に立ち入る
　・挨拶を返さない，無視する 　・休暇等の制度利用を認めない
　・特定の人だけ必要な情報を知らせない 　・私生活のことを根掘り葉掘り聞く

①から③については，原則として「業務の適正な範囲」を超えるものと考えられる，④から⑥については，
業務上の適正な指導との線引きが必ずしも容易ではなく，業種などによっても判断は異なるといえる

個人の受け取り方によっては，業務上
必要な指示や注意・指導を不満に感じ
たりする場合でも，これらが「業務上の
適正な範囲」で行われている場合には，
パワーハラスメントには当たらない

どのような場合が，「業務上の適正な範
囲」を超えることになるかは，業種な
どの影響を受け，また具体的な判断も
行為が行われた状況や行為が継続的で
あるかどうかによって左右されることに
なるため，明確な線引きはできない

パワーハラスメント
（客観的にみて指導の範
囲を逸脱しているか）

「スタッフへの指導は義務
である」ということを大
義名分として，行き過ぎ
た指導を行っていいとい
うことにはならない
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会 館 ギ ャ ラ リ ー
津山歯科医師会　写真展のご案内

　７月30日㈬より，津山歯科医師会　楢崎隆子

先生のお写真を展示しております。

　錦帯橋と水面に映るライトが織りなす「光跡」

や，2015年のモリタカレンダー入選作品「冬衣」

など，美しい写真ばかりです。

　会館にお立ち寄りの際は，是非ご覧下さい。

　会館ギャラリーでは写真，絵画等の展示作品

を募集しております。個人の先生だけではなく，

地区歯科医師会，同窓会等の同好会からの作品

も募集しておりますので，県歯事務局までお問い合わせください。

文化事業部会

日　　時　　平成26年10月19日㈰　10時～ 12時

場　　所　　岡山県歯科医師会館　５階　大ホール

内　　容　　疲れたこころやからだをほぐす “ヨーガ” の体験レッスン

講　　師　　土手　紀美子先生　　日本ヨーガ療法学会　インド政府公認療法士

　　　　　　岡山のカルチャー，公民館，デイケア，倉敷光クリニックなどでご活躍中

対　　象　　会員，会員家族，従業員

参 加 費　　500円

準備するもの　　バスタオル（あればヨガマット）

　　　　　　動きやすい服装（更衣室を準備します）

申 込 み　　10月11日 ㈯ までに９月号同封のＦＡＸシートにてお申し込み下さい。

ご不明な点につきましては，歯科医師会事務局までお問い合わせ下さい。

ＴＥＬ  ０８６－２２４－１２５５ 　 ＦＡＸ  ０８６－２２４－８５６１

平成26年度  レクリエーション大会のご案内
（東日本大震災復興支援チャリティー大会）

テ　ニ　ステ　ニ　ス

ゴ　ル　フゴ　ル　フ

健康体操・ヨガ健康体操・ヨガ
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「女性歯科医師の会」３県役員懇談会

　平成26年７月20日㈰ 11時半よりホテルグランヴィア広島『Ｌ&Ｒ』に於いて「女性歯科医師の会」

３県役員懇談会が開催されました。

　まず広島県の陶山ケイ子会長が「それぞれの会のより良い発展のため交流し合ってお互いの抱える課

題に関して勉強していきましょう」とご挨拶され，広島県より会長他５名，山口県より藤井今日子会長

他２名，岡山県より４名の参加で計13名の先生方の自己紹介で始まりました。

　事前の質問事項に関する事，又それ以外気になる事も活発に話し合われました。岡山県の藤波先生考

案のロゴマークや名刺についても質問があり，皆様関心を持たれておられました。各県それぞれ少しず

つ県歯科医師会との関係に違いがありますが，どうしたらより多くの会員が参加してくれるのかという

共通の課題もありました。

　今までは岡山にはなかった「託児」という問題も見つかりました。

　楽しく昼食を頂き，次回の情報交換する会は山口か岡山で開催する約束をして午後２時には散会とな

りました。

【予告】社保講習会は来年１月，メイクアップ講習会は来年３月８日㈰です。
　　　 皆様の御参加をお待ちしております

（会長　矢吹匡子）

ホテルグランヴィア広島　スカイレストランアンドラウンジ L&R
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　倉敷歯科医師会

「第38回歯の健康フェアを終えて」

　今年もまた「歯の健康フェア」に多くの市民の方々のご来場を頂き盛会のうちに終了する事ができま

した。これもひとえに実行委員の先生方を始め県歯，歯科衛生士会，技工士会，岡山大学，くらしき作

陽大学，行政など関係して頂いた皆様のご尽力のおかげと心より感謝申し上げます。

　昭和52年「よい歯を虫歯から守るための講演会」として始まった「健康フェア」は「ダーウィンの進

化論」の如く？時代の変化や市民のニーズに対応して形を変えながら今年で38回目を迎えました。近藤

会長もフェア後の懇親会で「全国で38回を数える歯の健康啓発イベントはない」と言われておられまし

た。いまや「倉敷歯科医師会の文化」となった感さえあります。いやこれはもはや我々が誇る「文化」

に他ならないと思っております。

　それでは各会場，コーナーについて報告させて頂きます。

　まず５階プラザホールは午前の講演会，午後のカムンジャーショー合わせ約450名の来場がありまし

た。その講演会ですが，2020年の東京オリンピック開催決定の流れからオリンピックゴールドメダリス

トである柔道家の古賀稔彦さんを招聘致しました。引退後は柔道家・古賀塾塾長，地元赤磐市のIPU環

太平洋大学体育学部教授を務める傍ら各地で講演活動を精力的にこなされ，ご活躍されておられます。

トップアスリートであったにも拘わらず会場から笑いを取りながらの約１時間半の講演。困難に立ち向

かうからこそ覚悟ができ人として成長できる事をご自身の体験から話して下さいました。

　午後からは１年ぶり４回目の上演となったなんでもカムンジャーショーです。今年は総合司会を名木

田先生が担当，趣向を変え “咬むこと面白ゼミナール” としてクイズ形式で咬むことや食育に関し，よ

りわかりやすく楽しいショーにしました。当日１回公演となった事もあり会場の入りもよく，しかもク

イズ形式にした事で来場者の反応を直接感じられ新しいカムンジャーショーの形をつくる事が出来

地区歯科医師会だより
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　玉島歯科医師会

「玉島歯科医師会学術講演会報告」

　平成26年６月15日の日曜に玉島歯科医師会館にて，午前９時から午後５時までの長丁場で学術講演会

が執り行われました。先頃発刊された「月刊 鈴木設矢」で注目を集めていらっしゃる鈴木設矢先生を

お招きし，床矯正治療における「初期治療の大切さ」と題し講演をしていただきました。

　「玉島地域から子供の歯列不整をなくそう」という目標を掲げ数年前から企画していたものがやっと

実現できました。

ました。

　４階体育館は1,100名を超える来場者。例年好評のお仕事体験コーナー，豆つかみ選手権，口腔内カ

メラ等を始め新企画として大山先生肝いりの歯の形態の特徴を覚えさせ順番に配列させる「歯゜ズル」，

柴田先生ご推薦の日本歯科医師会が作成した成人歯科検診プログラム「歯の健康力」と一日を通し盛況

でした。

　３階のフロアは県歯科医師会協力の「救急蘇生コーナー」，歯科衛生士会協力の「フッ素洗口」，「噛

みカミコーナー」，新企画「まとあてストロー」，健康くらしき21などこのフロアも1,000名を超える来

場者があり今ではなくてはならないものとなっています。

　少し早いですが，来年の「第39回歯の健康フェア」におきましても県歯をはじめ多くの先生方のご協

力をお願いしたく存じます。何卒宜しくお願い申し上げます。

（石井正光）
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　フッ化物配合歯磨剤，歯周疾患への認識，疾病予防の啓発などが徐々に浸透し，国民の齲蝕罹患率や

欠損歯数が減少してきた現在。治療すべき対象が少なくなり，歯科医師数の増加も相まって多くの歯科

医院において経営困難な状況が生じているのは周知の事実と思われます。これまで「痛み」や「咬めな

い」という患者の訴えを解消していくことで医療人としての喜びと誇りを感じていた歯科医師はこれか

らどこに幸せを求めていくのか。大げさに聞こえるかもしれませんが，この苦境を「開拓」していくこ

とで打開していってはどうかと鈴木先生はおっしゃいました。「ネアンデルタール人は環境に適応しよ

うとして滅び，ホモサピエンスは環境に対し開拓していくことで生き残った」という話をしながら先生

は，床矯正という分野を学び歯科の固定観念を変え矯正の固定概念を変えていくことを強く主張されま

した。歯並びや咬みあわせの問題を床矯正治療で解決し，更に顔貌も良くして子供やその親たちを笑顔

にしていくことで歯科医師としての幸せを目指してみてはどうかと。

　鈴木先生は「床矯正はソフトな治療法」だとおっしゃいました。ただしそれは綿密な診査と的確な診

断があってこそのことでしょう。現在の歯列は「過去の口腔内外のストレスの結果」であり，その原因

を突き詰めて理解しておかない限りは十分な治療成果は得られません。数々の症例を交えて講演なさい

ましたが，どの症例においても細かな口腔内外の写真の記録，ツールを用いた診査を行っており原因の

追究がなされていました。とても労力のかかることの様にも思えますが，資料を集めるのは衛生士で実

際の床矯正装置をつけて調節するのは患者本人や保護者ですのでとても平易な分野だとおっしゃってい

ました。

　不整咬合の原因にはメカニカルな要素，バイオロジカルな要素がありその両方に対してアプローチを

しなくてはなりません。メカニカルなところには一般的なディスクレパンシーが含まれ，バイオロジカ

ルなところには態癖・舌の可動量・咀嚼に関するものも含まれます。床矯正治療の主な対象は小児です

ので発育の力を利用しながら生理的に歯列を整えていくことが大切で，こういった点からも鈴木先生は

「マルチブラケットシステムの本格矯正は歯科医師主導の治療」「床矯正は患者主導の治療」だと言われ

導入のしやすい治療ではないかともおっしゃっていました。

　少なくとも筆者は講演を聴いてとても感銘を受けました。歯列矯正に対し「わかっちゃいるけど手を

出しづらい」という気持ちでいましたが，鈴木先生のお話から決してハードルの高いものでもなく，ま

た，子供たちの未来を明るくしていくための治療であることを強く意識することができました。

　鈴木先生と同じ思いの歯科医師が増え「玉島地域から子供の歯列不整をなくそう」という目標実現に

一歩近づいたと思われます。

（具　成樹）

地区歯科医師会だより
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｢変身願望｣
児島歯科医師会	　平川　　功

　５年前，生死の狭間をさ迷うような大病をしましたが，無事生還し，昨年還暦を迎える事が出来まし

た。

　仕事も息子に半分任せ，後は余生を楽しむ今日この頃です。そんな私が最近はまったもの，妻と何気

なく観に行った大衆演劇です。何といっても大衆演劇の醍

醐味は，男性扮する女形です。劇中，憎まれ役のオヤジが

後の舞踊ショーで，妖艶な女性に変身して踊るという，そ

のギャップを観るのが楽しいのです。人間だれしも，変身

願望というのがあると思います。女が男になるのは，宝塚

の男装，男が女になるのは，歌舞伎の女形が知られていま

すが，歌舞伎は格式も高く，何度観ても長唄の踊りは私に

は馴染めず，大衆演劇の方が身近に感じられました。

　これは，劇団『錦』が企画したお客様とのジョイントショーの一コマです。座長さんが30分かけて化

粧をしてくれました。先ず，顔を白く塗り，顔全体がまるでキャンパスのようです。目の無い所に目と

眉を描き，低い鼻をより高く，唇は可愛らしく・・・。今回は遊女の衣装です。

　さあ，人生初の私の女形，如何でしょうか？

次回は藤原英修先生（児島歯科医師会）をご紹介します。

Before　　　　　　After

劇団「錦」ジョイントショー
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大阪歯科大学岡山県同窓会
第４回大歯女子会研修会開催のお知らせ

「CAD/CAMハイブリッド冠およびジルコニア系セラミックによる審美修復」

　近年，患者様の審美的要求，金属アレルギーの多発，金属の高騰などからメタルフリー修復が注目さ

れています。またCAD/CAMシステムの発展により，ジルコニアによるオールセラミックス修復の可

能性も大いに拡がってきました。さらに今年の４月より単冠小臼歯に限られますが，CAD/CAMハイブ

リッド冠が保険に導入されるなど，変革期を迎えつつあります。

　ただし既存の補綴物作成過程と違い，CAD/CAMは支台歯形態を正確に読み込むため，今まで以上に

適切な支台歯形態が要求されます。装着においても適切なセメントを選択し，マニュアルに従って使用

しなくてはいけません。またジルコニア修復物もさまざまに拡がった選択肢から症例に合った選択が必

要です。

　今回は和田精密歯研株式会社のご厚意により，CAD/CAMハイブリッド冠を成功に導くための幾つか

のポイント，ひいては多様なジルコニア系セラミック製品の特長や注意点などをお聞きします。

　患者様のさまざまな要望に答えられるよう診療の幅を広げるきっかけにされてはいかがでしょうか。

　他大学同窓会女性会員の方の参加も歓迎です。

日　時　　平成26年９月28日㈰　午前10時～11時30分

会　場　　岡山県歯科医師会館　３階　第三会議室

講　師　　和田精密歯研株式会社　徳山工場　　地家　隆晴　様

参加費　　無　料

申し込み先　　明石歯科医院　FAX 086-955-2000

　参加希望の方はお名前・所属同窓会・連絡先TEL・FAXを明記して９月20日までにご連絡ください。
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日本大学 歯学部・松戸歯学部 同窓会 岡山県支部
平成26年度 学術講演会

　　　　　『この	痛み・違和感	どうにかなりませんか？』
　　　　　　　　～ピットフォールに陥らないための一般臨床医の対応～
　「痛っ，痛っ～」待合室で突然右頬に手を当ててうずくまる患者さん。周囲の患者さんはいぶかしげ

に見ています。早速チェアーに誘導し，いろいろと検査をするが，症状に見合う原因が見つからない。

麻酔と投薬で痛みはおさまるが，翌日またやってくる・・・・。あなたならどうしますか？まるで「総

合診療医・ドクターG」の番組をみているようですね。

　私たち歯科医は，歯科治療を理想的に行えばほとんどの歯科疾患は完治すると教えられそれを盲信し

ています。その結果，歯科の世界では技術が崇拝され，形態修復に重点がおかれてきました。「うまく

患者さんを治癒に導けないのは，治療する側の技術に問題があるから」とする風潮があります。

　しかし，社会構造の変化に伴い，疾病構造も多様化・複雑化してきています。従来の個人的経験や伝

承の技だけでは解決がむずかしいものや，思わぬトラブルになってしまうものが多くなっているのでは

ないでしょうか。

　一般臨床医・家庭医として，これらにうまく対応するには，歯科医が研鑽をつむのはもちろんですが，

スタッフを含めた医院の対応力アップも大切だと思われます。

　そこで，下記のとおり平成26年度 学術講演会を開催することとなりました。

　講師の和気裕之先生は，歯科心身症，精神科とのリエゾン診療の分野で草分け的エキスパートの先生

です。また，小見山 道先生は，大学病院で「口・顔・頭の痛み」専門外来の責任者としてご活躍の先

生です。お二人の講師のコラボレーションによる，ユニークな講演会を企画しました。「病を持ったヒ

トを診る」歯科医療へのパラダイム・シフトの切っ掛けとしても，基礎知識の再整理としても，大変役

に立つものと思います。

　医院の総合力アップのためにも皆様お誘いあわせの上，ぜひ聴講にいらして下さい。

記

　　　演　　題　　『この 痛み・違和感 どうにかなりませんか？』
　　　　　　　　　　～ピットフォールに陥らないための一般臨床医の対応～

　　　講　　師　　和気　裕之 先生：日本大学　客員教授（横浜・みどり小児歯科　院長）
　　　　　　　　　小見山　道 先生：日本大学　准教授（松戸歯学部・顎口腔機能治療学）

　　　日　　時　　平成26年10月26日㈰　午前 10：30 ～午後 ４：00

　　　場　　所　　岡山県歯科医師会館　３F 第三会議室

　　　対 象 者　　歯科医師　および　スタッフ（定員　50名）

　　　受 講 料　　無　料（昼食が必要な方は，実費 1,000円です。事前にお申し込み下さい）

 		【申し込み・問い合せ】
　　　平成26年10月10日㈮までに
　　　米田歯科医院　米田までFAXでお願いします。

同窓会だより

（FAX 086-456-2884）
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平成26年度　高齢者・通所サービス事業所における口腔ケア実習

　 臨地実習の一環として毎年行われ

ている高齢者施設での口腔衛生活動が

３年生52名の参加の下，7月24日㈭よ

り始まりました。

　本実習は高齢者のQOL向上や健康の

維持増進のためには，口腔ケアを行う

ことにより口腔機能の向上を図ること

が重要であることを理解し，老年期に

おける口腔の特徴，生活の理解を深め

ると共に，介護予防における歯科衛生

士の役割，その対応法を学び，また，他職種との連携について理解することを目的として行われます。

　７月24日㈭，養護老人ホーム「岡山市会陽の里」にて，午前には開講式，施設長による講義，施設

内見学等のオリエンテーションが行われ，午後には学院講師も参加し，講師が行った口腔内診査を踏

まえ，入所者の方々に口腔衛生指導を行いました。学生達は入所者一人ひとりの訴えや質問に耳を傾

け，口腔ケア，義歯の取扱い等について丁寧に答え，指導していました。

 また，７月28日㈪には介護老人保健施設「夕なぎケアセンター」にて，同様のオリエンテーションが

行われました。

　９月29日㈪より約１ヶ月間，「岡山市会陽の里」と「夕

なぎケアセンター」での口腔ケア実習が始まります。学

生達はグループに分かれ，集団指導（食べる機能のトレ

ーニング，レクリエーション参加），個別指導（課題分析，

ケアプラン作成，口腔ケア実施），そして施設での行事に

参加し，入所者とのコミュニケーションを図る 等の実習

を行います。

　本実習を通して，学生は高齢者の多様な生活状況，身体状態，それぞれの生活習慣に対応した口腔

ケア，口腔衛生指導の重要性，難しさを再認識することと思います。また，歯科衛生士業務をより一

層深く理解し目標を達成していくことを期待しています。

（教務担当講師　山口　威）
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平成26年度
労働衛生コンサルタント試験受験講習会実施要領

１．主　　催　日本労働衛生研究協議会

２．後　　援　日本歯科医師会

３．日　　時　平成26年10月５日㈰　12時50分～ 17時 　
　　
４．場　　所　歯科医師会館（東京都千代田区九段北４－１－20）

５．対　　象　日本歯科医師会産業医学講習会を修了した歯科医師

６．受 講 料　受講料（資料代等）は，当日，受付で支払い
　　　　　　・日本歯科医師会正会員及び準会員（第３・４・５種）・・3,000円
　　　　　　・日本歯科医師会第６種会員及び未入会者・・・・・・・ 8,000円

７．申込方法　所定の申込書により，下記送信先にＦＡＸ送信することとする。
　　　　　　　この申込みをもって手続きを完了し，受講票の送付等は行わない。
　　　　　　　ＦＡＸ送信先　０３－５７５４－００１６（おおいで歯科医院）
　　　　　　　※申込み用紙は本会事務局へお問い合わせ下さい。

８．申込受付期間　平成26年９月26日㈮までにお申し込み下さい。
　　　　　　　※ただし，本年度開催の産業医学講習会が初受講となる受講予定者は，同講習会修了後に
　　　　　　　　お申し込みください。

９．主なプログラム
　　⑴ 勉強の範囲
　　⑵ 合格者からの受験体験談
　　⑶ 工場巡視のポイント
　　⑷ 各種作業環境測定器具の取り扱い方法の解説
　　⑸ 出題の傾向と対策
　　⑹ 実地研修会・試験直前ゼミの開催案内
　　⑺ まとめと質疑応答

　　※「労働衛生のしおり（中災防）」最新版を講習会当日に必ず持参すること。

10．問い合わせ先
　・日本労働衛生研究協議会　 （担当：大井手　ＴＥＬ　０３－５７５４－００１５）
　・日本歯科医師会地域保健課（担当：松　岡　ＴＥＬ　０３－３２６２－９２１１）

日本歯科医師会
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故   若林　　蔚　先生

　享年77才（平成26年７月５日ご逝去）

　倉敷市幸町14－27

故   髙田　良平　先生

　享年95才（平成26年７月16日ご逝去）

　倉敷市児島下の町８丁目５－11

故   三浦　　晣　先生

　享年86才（平成26年７月17日ご逝去）

　岡山市北区船頭町10

故   冨山　哲夫　先生

　享年71才（平成26年７月21日ご逝去）

　岡山市北区表町１丁目６－36

謹んで哀悼の意を表し，ご冥福をお祈り申し上げます
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７月末日現在　正会員数1,032名

◎氏名変更
　川村　俊彦　正会員　岡山市　P11
　［新］川上　俊彦

　名木田律子　正会員　倉　敷　P33
　［新］栗栖　律子

◎番号の変更
　國遠　　守　正会員　御　津　P24
　［新］（診）TEL（FAX兼用）（086）284－2202

　岡本健一郎　正会員　浅　口　P52
　岡本　雅之　準会員　浅　口　P63
　［新］（診）FAX（0865）54－0057

◎死　亡
　冨山　哲夫　正会員　岡山市　P16
　三浦　　晣　正会員　岡山市　P20
　若林　　蔚　正会員　倉　敷　P35
　髙田　良平　正会員　児　島　P36

（Ｐ＝会員名簿のページ）

１．本　会

　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保６月診療の窓口分を含む総診療費　　を控除）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（平成25年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険料（10月分）

　　⑵ 福祉共済保険料（10月分）　　8,500円

2.8
1000

6.5
1000

1
12

９月の収納金

７月　会の動き

１日 編集委員会（集稿）
３日 理事会
 口腔公衆衛生協議会打合会
 平成26年度岡山県学校保健会第２回理事会並

びに表彰審査会
 平成26年度岡山県介護保険関連団体協議会総会
４日 平成26年度総合防災訓練第１回担当者会議
 木下サーカスと打合せ

５日 審査・検討小委員会
 社会保険部検討委員会
 平成26年度第１回審査委員・検討委員連絡協

議会
 審査員・検討委員連絡協議会懇談会
 歯科助手資格認定講習会反省会
７日 公衆衛生部正・副委員長会
８日 厚生部文化事業部会
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 社保研修会
 平成26年歯科医療安全管理体制推進特別事業

打合せ会
 岡山県医療審議会
 平成26年度第１回スポーツ医・科学委員会
 本会学院　入試委員会
10日 理事会
 編集委員会（初校）
12日 スポーツデンティスト養成講習会

（～ 13日　日歯）
 大阪歯科大学岡山県同窓会「社保研修会」
 大阪歯科大学岡山県同窓会夏季研修会・懇親会
 ＮＰＯ救命おかやま講演会懇親会
15日 職業紹介責任者講習会（大阪）
 訪問看護推進協議会
16日 医療管理部打合せ会
 医療管理部小委員会
 社会保険部小委員会
 国保連合会理事会
17日 理事会
 編集委員会（二校）
 平成26年度岡山救急医療研究会第１回幹事会
 第１回学校保健推進協議会
18日 学術部正・副委員長会
 日本歯科医療管理学会平成26年度第２回常任

理事会，理事会（北海道）
 第55回日本歯科医療管理学会総会・学術大会

前夜祭（北海道）
19日 第55回日本歯科医療管理学会総会・学術大会

（北海道　～ 20日）
 平成26年度兵庫県警察歯科医会総会・研修会

（兵庫）
 「加藤勝信岡山懇話会」設立発起人会
20日 岡山女性歯科医の会　三県連絡懇談会（広島）
22日 公衆衛生部正・副委員長会
23日 医療管理部正・副委員長会
 社会保険部小委員会
 摂食嚥下リハビリテーション従事者研修会閉

講式
 国保組合　第75回通常組合会（東京）
24日 理事会
 編集委員会（終校）
 救急蘇生シミュレーション講習会
 中国四国厚生局岡山事務所と面会
25日 岡山警察本部との打合せ会
 岡山県要保護児童対策地域協議会
27日 平成26年度岡山県歯科医師会生涯研修セミナー
29日 会館・広報合同小委員会
 たばこフリーおかやま総会
 中国地方社会保険医療協議会岡山部会
30日 新たな財政支援制度ヒヤリング（厚生労働省）
 本会学院　第２回一日体験入学
31日 第38回中国地域口腔公衆衛生協議会（広島）
 第61回岡山県学校保健研究大会

９月・10月　本会の予定

９月１日 編集委員会（集稿）
 平成26年度岡山県食の安全・食育推進

協議会
　　３日 都道府県歯科医師会専務理事連絡協議

会（日歯）
　　４日 理事会
　　11日 理事会
 編集委員会（初校）

　　14日 「晴れの国和太鼓まつり」ご当地キャ
ラ１グランプリ（もも丸）

　　18日 理事会
 編集委員会（二校）
　　20日 神奈川歯科大学同窓会岡山県支部「社

保講習会」
　　24日 医療管理部正・副委員長会
　　25日 理事会
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 編集委員会（終校）
　　27日 中国・四国地区歯科医師会連合会役員

連絡協議会（徳島）
 広報担当者連絡協議会・医療管理担当

者連絡協議会（徳島）

10月１日 編集委員会（集稿）
　　２日 理事会
　　４日 中国地域歯科医師会連合会親睦野球大

会前夜祭（広島）
　　５日 中国地域歯科医師会連合会親睦野球大

会（三次きんさいスタジアム）
 宮城県歯科医師会「身元確認研修会」

（宮城）
　　９日 理事会

 編集委員会（初校）
　　11日 「はぐくみ岡山」グリーンヒルズ津山
　　16日 理事会
 編集委員会（二校）
　　23日 理事会
 編集委員会（終校）
 第78回全国学校歯科保健研究大会

（島根～ 24日）
　　26日 第５回中国四国地方ＨＩＶ陽性者の歯科

診療体制構築のための研究会議（広島）
　　29日 医療管理部正・副委員長会
 平成26年度広島国税局管内税務指導者

協議会（広島）
　　30日 理事会

９月・10月　地区歯科医師会の予定

９月４日 岡山市　三役会
 津　山　定例会
　　５日 児　島　理事会
　　９日 新　見　理事会
　　10日 真　庭　理事会
　　11日 玉　島　理事会
　　12日 岡山市　理事会
　　17日 吉　備　理事会
　　18日 都　窪　図画審査会（早島町中央公民館）
　　23日 倉　敷　親睦ゴルフ大会
　　25日 赤　磐　学術研修会
　　26日 岡山市　理事会
 倉　敷　定例理事会
　　30日 津　山　理事会

10月２日 岡山市　三役会
 津　山　定例会
　　３日 児　島　理事会

　　４日 岡山市　「第204回臨床放談会」（～５日）
　　９日 玉　島　理事会
　　10日 岡山市　理事会
 笠　岡　理事会
　　12日 玉　島　支部旅行（～ 13日）
　　14日 新　見　理事会
　　19日 吉　備　「吉備路お口の健康まつり」
　　23日 勝　英　定例会
　　24日 岡山市　理事会
　　25日 岡山市　「第47回十三大市歯科医師会

役員連絡協議会」
　　26日 岡山市　「歯ッピーフェア2014（天満屋

岡山店）」
 倉　敷　「訪問歯科セミナー」
 赤　磐　支部旅行
　　28日 津　山　理事会
　　31日 倉　敷　定例理事会
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　　「早起きは何文か得？」

和英　　　サッカーのワールドカップを見るために早起きする生活をされた方もおられるかと思い

ます。私もその一人で，早起きを続けていましたが，ワールドカップが終わってからも「この朝の

時間を何かに活かせないか？」と思いランニングを始めました。

　何年も運動をしていなかったので，動かなくなりかけていた体に鞭打って，決して軽快とはいえ

ないペースで走っています。

　季節柄，朝早く走るのは適度に涼しいし，明るいので安全です。早く起きるために前日は休肝日

にするようにしたことも相まって体の調子がいいような気がします。

　疲れ切って帰宅する夜の街の蝶や，新聞配達競争の様な状態の新聞配達員の方々，超深夜営業の

お店など，走りながらみえる景色は見どころも多いものです。

　「なるべく長く続けられたら」と思います。

吉
田



㈲ 飯  田  歯  科  商  店  ㈲ イ　ワ　サ　キ　歯　材

合 オ 　   プ  　  テ   　 ィ  ㈲ 吉  川  歯  科  商  店

ク   　 ロ 　   ズ 　   ミ ㈲ 三  和  歯  科  材  料

㈲ 志　茂　歯　科　材　料　店  ㈲ 鈴  木  歯  科  商  店

㈱ 東美屋歯科商店   岡 山 店 ナカヤマデンタルオフィス

㈱ マルミ歯科商店   岡山支店 ㈱  三  宅  歯  科  商  店

三 宅 歯 科 商 店   東  　店 守 　 屋 　 歯 　 科 　 商 　 店

㈱ リ　ン　ケ　ー　ジ　藤　波  
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